
令和元年度 厚生労働科学研究補助金(がん政策研究事業) 

「がん・生殖医療連携ネットワークの全国展開と小児・AYA世代がん患者に対する 

妊孕性温存の診療体制の均てん化にむけた臨床研究―がん医療の充実を志向し

（19EA1015）」 

研究①「本邦における小児・AYA世代がん患者の生殖機能に関するがん・生殖医療連携体制

の拡充と機能維持に向けた研究」 

 

『地域がん・生殖医療ネットワーク構築を考える会』 

 

【日時】 令和 2年 1月 24日（金）11:50-16:00 

 

【場所】 TKP新橋カンファレンスセンター14階 ホール 14G 

東京都千代田区内幸町 1-3-1 幸ビルディング  

 

【内容】 がん対策推進基本計画（第３期）の「小児、AYA世代がん患者に対する生殖機能に

関する情報提供および意思決定支援体制構築」に向けた、各自治体における「が

ん・生殖医療ネットワーク」立ち上げと、今後のロードマップの話し合い 

 

【参加予定者】 

➢ 全国 24箇所のがん・生殖医療ネットワーク未整備地域におけるネットワーク構築に関してご指

導、ご尽力いただける、①各行政のがん対策関連部局の行政官、②がん診療連携拠点病院にお

いてがん診療の指導的立場の先生または実務医師、③産婦人科診療の指導的立場の医師（可能

であれば日本産科婦人科学会医学的適応による未受精卵子など凍結登録施設あるいは ART登録

施設）または実務担当医師 

➢ 厚生労働省健康局がん・疾病対策課 清水裕介先生 

厚生労働省健康局がん・疾病対策課 小田尚生様 

➢ 研究代表：鈴木直（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

➢ 研究分担者：髙井泰先生（埼玉医科大学総合医療センター産婦人科） 

古井辰郎先生（岐阜大学医学系研究科産科婦人科学） 

➢ 研究協力者：加藤雅志先生（国立がん研究センターがん対策情報センター） 

木村文則先生（滋賀医科大学産科学婦人科学） 

根来宏光先生（筑波大学医学医療系腎泌尿器外科：西山博之先生の代理） 

竹中基記先生（岐阜大学医学部産婦人科学） 

高江正道（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

川原泰（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

 



【議事次第】 

 

◆ 11:50-12:00挨拶：清水裕介先生（厚生労働省健康局 がん・疾病対策課医薬・生活衛生

局 総務課 医薬品副作用被害対策室併任がん検診対策専門官） 

 

◆ 12:00-12:10挨拶：鈴木直、髙井泰先生、古井辰郎先生 

 

◆ 12:10-12: 25本厚労科研班研究の取り組みならびにミッションに関して：鈴木直 

 

➢ 12:25-14:05第１部：がん・生殖医療ネットワークの現状 

◆ 12:25-12:45岐阜県の取り組み：古井辰郎先生 

 

◆ 12:45:13:05埼玉県の取り組み：髙井泰先生 

 

◆ 13:05-13:25滋賀県の取り組み：木村文則先生 

 

◆ 13:25-13:45国立がんセンターの取り組み（相談支援センター）：加藤雅志先生 

 

◆ 13:45-14:05質疑応答 

 

◆ 14:05-14:15休憩 

 

➢ 14:15-16:00第２部：小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療ネットワーク構

築にむけたワークショップ＊ 

 

◆ 14:15-15:15ワークショップ（各自治体に分かれて討議） 

 

◆ 15:15-16:00総合討論 
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1/2 ページhttp://oncofertility.northwestern.edu/about-us

Exploring and expanding options for the reproductive
future of cancer survivors

FEEDS: FOLLOW US:  

 Search

 

About Dr. Woodruff

Dr. Woodruff is the Thomas J. Watkins Professor of
Obstetrics and Gynecology at the Feinberg School of
Medicine (http://www.feinberg.northwestern.edu/) at
Northwestern University (http://www.northwestern.edu) .
She coined the term oncofertility to describe a new
discipline that bridges oncology and reproductive medicine
in order to discover and apply new fertility preservation
options for young patients with fertility-threatening diseases
or treatments. Dr. Woodruff is also Chief of the Division of
Fertility Preservation (/division-fertility-preservation-
northwestern-university) and Director of the Institute for
Women's Health Research
(http://www.womenshealth.northwestern.edu/about/index.ht
ml) at Northwestern University.

About the Oncofertility Consortium
The Oncofertility Consortium® is a national,
interdisciplinary initiative designed to explore the
reproductive future of cancer survivors. Initial funding
was provided by the National Institutes of Health
(http://www.nih.gov/) through the NIH Roadmap for
Medical Research/Common Fund
(http://nihroadmap.nih.gov/) .

Survival rates among young cancer patients have steadily
increased over the past four decades in part because of the
development of more effective cancer treatments. Today,
both women and men can look forward to life after cancer,
yet many may face the possibility of infertility as a result of
the disease itself or these lifesaving treatments.

We developed the Oncofertility Consortium® to address the
complex health care and quality-of-life issues that concern
young cancer patients whose fertility may be threatened by

their disease or its treatment.

The Consortium was launched with a grant from the National Institutes of Health (http://www.nih.gov/)
and represents a nationwide, interdisciplinary, and interprofessional network of medical specialists,
scientists, and scholars who are exploring the relationships between health, disease, survivorship and
fertility preservation in young cancer patients. Their work and its findings may also extend to patients
who have been diagnosed with other serious diseases and who must undergo fertility-threatening
treatments.

Here, youʼll find information about Oncofertility and the work of the Oncofertility Consortium, as well as
resources that will help you navigate the complex fertility issues facing patients with cancer and other
serious diseases. 

- Teresa K. Woodruff

Oncofertility is an interdisciplinary field at the intersection of oncology and reproductive
medicine that expands fertility options for cancer survivors. 

CONTACT FERTLINE GIVE NOW PARTNER LOGIN
SITEMAP
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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究（がん政策研究））推進事業

若年乳がん患者の妊孕性温存
に関する心理支援セミナー

2017年1月29日（日） 10：00～16：20

参 加 費

主催：「若年乳がん患者のサバイバーシップ向上を志向した
妊孕性温存に関する心理支援体制の構築」
研究代表者 鈴木 直 ／ 研究分担者 小泉 智恵

日 時

会 場

横浜情報文化センター・情文ホール
対 象

無料
（事前参加申込みが必要です）

プログラム 9:30～ 受付開始・開場
10:00～10:10 開会の辞 鈴木 直 （聖マリアンナ医科大学産婦人科学教授）

第１部 妊孕性温存の基礎知識
座長： 杉本 公平 （東京慈恵会医科大学産婦人科学講座講師）

10:10～10:40 妊娠の仕組みと不妊治療、がん・生殖医療
演者： 原田 美由紀 （東京大学産科婦人科助教）

10:40～11:10 がん・生殖医療における地域ネットワークと多施設連携
演者： 古井 辰郎 （岐阜大学医学部産科婦人科学准教授）

11:10～11:20 討論
指定討論者： 上澤 悦子 （福井大学看護学部教授）

11:20～11:30 休憩
第２部 乳がん患者における妊孕性温存、妊娠・出産
座長： 片岡 明美 （がん研究会有明病院院乳腺外科医長）

11:30～12:00 乳がん治療と妊孕性温存
演者： 津川 浩一郎 （聖マリアンナ医科大学乳腺・内分泌外科学教授）

12:00～12:30 乳がん治療と妊娠・出産・育児
演者： 松本 広志 （埼玉県立がんセンター乳腺外科部長）

12:30～12:40 討論
指定討論者： 渡邊 知映 （上智大学看護学科准教授）

12:40～13:40 昼食休憩 （ホール内飲食不可のためロビーまたは外部飲食店でお願いします）
第３部 乳がん患者の妊孕性温存における心理支援
座長： 鈴木 直 （聖マリアンナ医科大学産婦人科学教授）

13:40～14:10 若年乳がん患者の妊孕性温存に対する心理支援
演者： 奈良 和子 （亀田総合病院臨床心理室主任臨床心理士）

14:10～14:40 夫婦心理教育プログラムO!PEACEによる介入研究
演者： 小泉 智恵 （国立成育医療研究センター研究所研究員）

14:40～14:50 討論
指定討論者： 小池 眞規子 （目白大学心理カウンセリング学科教授）

14:50～15:00 休憩
第４部 妊孕性温存における心理支援の将来展望
座長： 小泉 智恵 （国立成育医療研究センター研究所研究員）

15:00～15:30 多職種連携による心理支援体制の展望
演者： 高井 泰 （埼玉医科大学総合医療センター産婦人科教授）

15:30～16:00 若年乳がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性
温存に関する心理支援体制の構築
演者： 鈴木 直 （聖マリアンナ医科大学産婦人科学教授）

16:00～16:10 討論
指定討論者： 平山 史朗 （東京ＨＡＲＴクリニック臨床心理士）

16:10～16:20 閉会の辞 小泉 智恵 （国立成育医療研究センター研究所研究員）
アンケート記入

共催： 日本がん・生殖医療学会

後援： 日本臨床心理士会

定 員
がん診療拠点病院または生殖補助医療登録
施設の臨床心理士又は心理支援担当医療者

コメディカルのための
基礎・実践セミナーです

臨床心理士
資格更新のための

ポイントを申請予定です

180名
（申込締切

12月28日 13:00）
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資料・資材の共有
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多くのAYA世代のが
ん経験者はがん治療
後に生殖機能・不妊
で悩んでいる

がん治療医はがん治療時に
生殖機能に関する情報提供
は必要と考えている。

多くのAYA世代のがん経験
者は月経の異常を自覚し、そ
のほとんどが抗がん剤経験者

AYA世代のがん経験
者は「子どもを欲し
いが諦めた」が多い

不妊のAYAがん経験者
はがん治療時に適切な情
報提供を受けていない

がん治療と生殖医療
の現場の乖離。
Furui et al, Reprod Med Biol, 18(1): 97-104, 2019
Furui et al, Reprod Med Biol, 18(1): 105-110, 2019
古井ら, 癌と化学療法, 45(5): 841-846, 2018
Ohara et al, Int J Clin Oncol, 23(6): 1201-1211, 2018
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生殖医療に関する技術、倫理、社会的背景のフォローは困難

がん診療の現場で
の情報提供は
現実的に困難

自施設に生殖医療専門医が不在

紹介可能な生殖医療施設の情報不足

がん患者の妊孕性について最新の情報を十分に説明する余裕がない

治療までに十分な時間的余裕がない、
本心はがん治療をすぐにでも行いたいのに・・

妊孕性温存に関する不安と
エビデンスの不足

本当に必要？
大丈夫？

長期間保管に関する管理上の安全性は？

凍結配偶子が実際にどれほど使われるの？
出産に至るのは？
合併症(OHSS,出血等）、排卵誘発などへの不安、
原疾患の予後に対するエビデンスの不足

����
�����
	���

がん・生殖医療の目指すところは、 担がん患者の専ら
妊孕性温存にあるのではなく、子どものいない人生
の選択を含め、子どもをもつことの趣意を見つめ直す
ことにある。がんと向き合い、妊娠・出産し、子育て
をしたいと 思うクライエントをいかに支援できるか
が、今後われわれに科 せられた重要な課題てある。

吉村𣳾典先生
日本がん・生殖医療学会 News Letter No.7

できることと、やっていいことは必ずしも同一ではない。
青木大輔先生

日本癌治療学会GL作成委員会にて



国は, 
医療従事者が患者に対して治療前に正確な情報提供を
行い、必要に応じて、適切な生殖医療を専門とする施
設に紹介できるための体制を構築する。
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岐阜大学病院における
がん・生殖医療相談の流れ

医師より

情報提供

看護師/心理士
同席

看護師/心理士
と面談

情報の理解度
患者の思い

を把握

スタッフ・
医師と面談
理解の再確認

+卵巣予備能
評価

意思決定
と

継続支援
後

日

原疾患主治医
または

岐阜大学病院内の専門医

不明点の問い合わせ等
密に連携

30~60分 30~60分 30分

���

岐阜大学病院における
がん・生殖医療相談の受診の流れ
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岐阜県がん・生殖医療ネットワークの現状

実際の相談症例数とその内容（配布資料）

想定外の難症例（口頭で、男性症例、女性症例）



意思決定支援体制
→資材の充実(OCJの活用）
啓発活動
診療報酬上の問題克服

全国展開
→Oncofertility Consortium Japan(OCJ)による互助システム

がん・生殖医療ネットワークの課題と対策

地域ネットワークの運営と維持
→地域の公的システム化による持続可能性の向上
eg.がん診療連携拠点病院の機能のひとつに

実際のネットワーク機能・稼働状況
→サーベイの必要性
医療者育成（医師、看護師、心理士）
オンライン診療の可能性

他地域におけるがん・生殖医療ネットワーク
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埼玉県がん・生殖医療ネットワーク（SORNET）

埼玉県がん・生殖医療ネットワーク（SORNET）



埼玉県がん・生殖医療ネットワーク（SORNET）

京都
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平成28年度 AMED研究事業分担研究
生殖機能温存がん治療法の革新的発展にむけた総合的プラットフォームの形成（大須賀穣班長)
がん治療施設における妊孕性温存がん治療、がん・生殖医療連携に関する実態調査 2017年7月

ネットワークのあり方や機能の明確化、
維持のための方策の確立が必要
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1. イントロダクション
2. 地域がん・生殖医療ネットワーク（岐阜モデルを中心に）
3. 岐阜での立ち上げの経緯
4. Oncofertility Consortium Japan(Ocjpn)の登録・サーベイ
資料・資材の共有
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事前リサーチ
県内のがん治療施設の実態とキーパーソンの把握

岐阜大学病院（乳腺、血液、小児科、整形外科、泌尿
器科、消化器外科）のチーフへインタビュー

地ならし1（直接電話や面談で、趣旨説明と賛同の取得）
岐大Hp関係各科主任教授にと賛意取得
・相談役就任打診と世話人の指名を依頼
岐阜大学倫理委員長にも
・相談役打診

地ならし2（直接電話や面談で、趣旨説明と賛同の取得）
岐阜県医師会長に
・関与したいとのことで相談役1名
岐阜大学病院以外や非岐阜大学系の主要施設のキーパーソンに
・世話人打診
岐阜県健康福祉部担当課長（保険医療課）に
・世話人打診

構築作業2
アンケートと世話人・相談役の

正式依頼発送
・アンケート
患者概数調査
医師の認知度・ニーズ調査

構築作業1
ART実施施設へ（後日隣県にも拡張）
・がん患者の妊孕性温存に関する対応可能な範囲調査
・世話人打診

構築作業3
アンケート回収と集計
・がん登録のデータなども参考にし、
実際の相談受診者数の予測
・岐阜大Hpがん・生殖医療相談外来の準備
（岐阜大Hp.がんセンターの協力）

岐阜モデルの提案と
第1回Meeting開催
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$�	�$�
X¨#*³X¨
-� ` ÍjÇZ` ÈÎ
�� ?3ÍjÇZ` ÈÎ
Åg ²^Í£®I@¡�"�$Î
+. �[ÁÍZTn� ÈÎ
ZÄ 7PÍ£ªY�¹ ÈÎ
'� �mÍjÇn� ÈÎ
«: ¾ Í��ºv ÈÎ
.l xÍÉi¿A_ ÈÎ
i� C)Í°kn� È È#X¨Î

��@¡
��LeÍ��®I ÈÎ
F.yHÍ�����#��Î
| ´Í|!�	����� Î
ZÄ 7Í���!�	������Î
'¸¯/Í'¸�
�"������Î
F.ÀÁÍjÇZ` ÈÎ

���
�$
�& �1ÍjÇ£6s§¦Â#46@¡½½ÅÎ
-c 49ÍjÇ£@o0#p>�,Î
J� LtÍjÇZ` È#���"�$ÅÎ
V�~¯ ÍjÇZ`@`Â#@`5�}{Î
¢Ê ¯bÍjÇ£��wU�"�$Î

*Rª��¥©�"�$ �$�;�d�\M

·�:¨
Ë¹ e ÍjÇZ` ÈÎ
f��GÍZTn� ÈÎ
µ� �;Í£ªY�¹ ÈÎ
¬DBPÍjÇn� ÈÎ
i�3�ÍjÇ£®I@¡�"�$Î
f8¨
=¶O%ÁÍjÇZ` ÈÎ
Ìg �ÍjÇn� ÈÎ
�hQ¨
a� � ÍjÇZ` ÈÎ
¶� 2<ÍZTn� È#�hQ¨Î
¤D N Í��ºv È#�hQ¨Î
É�¯/Í£®I@¡�"�$#�hQ¨Î
ÉW b(Í£ªY�¹ È#�hQ¨Î
�uX¨
ZksHÍjÇZ` ÈÎ

�$�
$�	�$�
�Ã6%ÁÍjÇZ` È#�]Î

qz25r2�15��S
24�»�52ÂÆÍ¼¡¨­Î��116K�E=±

������
�
�����	�

H25.1.18�

23�%�48#��
�106�
�� � )1�
�" � )1�
��
��)1�
����� ��)32�
�	��!�	�) 17�
�����*14�
���� *7�
�����)29�
&��
��$
(�'



5a\#/Mb�VG!P�D3'P

��������ART

�X����	������ART

`�-Mb�*P

^�7AMb�L.�P

7Q:]Mb�*P

+CY7AMb�*P

�H$KMb�L.�P�*P

>F�-Mb�L.�P�*P

?ER%Mb

�L.�P��U*P�ART

c4\#/Mb

�L.�P��U*P

,)7AMb

�L.�P��U*P�D3'P

=BZ9Mb

�L.�P��U*P

OQ+CYMb

�L.�P��U*P�D3'P

T67AMb

�L.�P�*P�D3'P

XSH$KMb

�*P�D3'P

5a,0Mb�L.�P��U*P�VG!P�D3'P�2�P�ART
5aOR%"N
����L.�P��U*P�VG!P�D3'P

5a7AMb�L.�P��U*P�VG!P

;�
��������ART
����
��������ART 5a7

H25.1.18I(
23Mb�48[NP
 106&
�� J g1&
�W < g1&
�O"8�g1&
�*P��U*Pg32&
�!P�VG!Pg 17&
�D3'Ph14&
�2�P h7&
�L.�Pg29&
dK@"N1_"f&e

5a\#/Mb�VG!P�D3'P

��������ART

�X����	������ART

`�-Mb�*P

^�7AMb�L.�P

7Q:]Mb�*P

+CY7AMb�*P

�H$KMb�L.�P�*P

>F�-Mb�L.�P�*P

?ER%Mb

�L.�P��U*P�ART

c4\#/Mb

�L.�P��U*P

,)7AMb

�L.�P��U*P�D3'P

=BZ9Mb

�L.�P��U*P

OQ+CYMb

�L.�P��U*P�D3'P

T67AMb

�L.�P�*P�D3'P

XSH$KMb

�*P�D3'P

5a,0Mb�L.�P��U*P�VG!P�D3'P�2�P�ART
5aOR%"N
����L.�P��U*P�VG!P�D3'P

5a7AMb�L.�P��U*P�VG!P

;�
��������ART
����
��������ART 5a7

H25.1.18I(
23Mb�48[NP
 106&
�� J g1&
�W < g1&
�O"8�g1&
�*P��U*Pg32&
�!P�VG!Pg 17&
�D3'Ph14&
�2�P h7&
�L.�Pg29&
dK@"N1_"f&e

学会型
岐阜大学が情報提供拠点となり、

がん治療医と生殖医療施設を結びつけている

組織-組織型
中枢二つの施設が、がん治療施設と
生殖医療施設を結びつけている

滋賀医科大学木村文則先生による分類 2016.7.30 Ocjpn準備会議 （一部改変）

組織-組織型
滋賀医大が、がん治療施設の診療科と
生殖医療施設を結びつけている



GPOFs会員構成(2015年2月）
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1. イントロダクション
2. 地域がん・生殖医療ネットワーク（岐阜モデルを中心に）
3. 岐阜での立ち上げの経緯
4. Oncofertility Consortium Japan(Ocjpn)の登録・サーベイ
資料・資材の共有



各地域ネットワーク間
・情報やシステムの共有

OCjpn

・資材の活用
・稼働状況のサーベイ







がんの治療内容によっては、生殖機能に影響を及ぼすことが知られています。 

外科的治療や抗がん剤、放射線による生殖機能への影響の例としては、 

次のようなものが挙げられます。 

 
 
 
 

 岐阜県では、将来に希望を持ってがん治療を受けていただけるよう、生殖機能に影響 

を与える恐れのあるがん治療を開始する前に、ガイドライン※に基づき、適切な意思決定 

支援を受けることや、生殖機能温存治療（精子、卵子及び卵巣組織の採取ならびに 

凍結又は胚（受精卵）の凍結）を行うことに対して、治療費用の一部を助成しています。 

女性 ：卵巣機能（排卵機能）の低下または喪失 

男性 ：造精機能（精子を作る機能）の低下または喪失 

生殖機能温存治療費用の助成について 

●治療費用の助成には要件があります（裏面をご覧ください） 

●がん治療を最優先に行う必要があるため、適応とならない（実施できない）患者さんもいます。 

●生殖機能温存治療は、がん治療後の妊娠を保証するものではありません。 

※ガイドライン：「小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガイドライン 2017年版」 
         （一般社団法人 日本癌治療学会 編） 



  岐阜県が定める必要な書類を用意し、持参もしくは郵送（簡易書留等記録が残る方法で
お送りください）にて下記まで御提出ください。   

  申請に必要となる書式は岐阜県の公式サイトからダウンロードできます。 
 
 
 
 

 申請は生殖機能温存治療が終了した日の属する年度の末日までに必ず行ってください。 
3月31日が県の休日の場合は受け付けができませんので、 

それ以前の平日に持参もしくは郵送（期限内必着）してください。 

岐阜県健康福祉部保健医療課 健康推進室 がん対策係 
〒500-8570 岐阜県岐阜市薮田南２-１-１  電話：058-272-1111（内線2559） 
受付時間：月～金（県の休日をのぞく）9時～17時 

生殖機能が低下する又は失う恐れのあるがん治療開始前に、ガイドラインに基づき行われる以下の治療。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○助成はお一人につき1回限りです。 
○Ａ、Ｂとも、意思決定支援施設で意思決定支援のうえ、実施した治療が対象となります。 
○入院費、入院時の食事等、生殖機能温存治療に直接関係のない費用及び凍結保存の維持に係る 
  費用は対象外です。 

①生殖機能温存治療を開始した日から終了した日までの間、岐阜県内に住所を有している方 
②ガイドラインに基づき、がん治療により、生殖機能が低下する、又は失う恐れがあると医師に診断された方 
③生殖機能温存治療を開始する日における年齢が43歳未満の方 
④以下の治療を、岐阜県が定める医療機関で実施した方 
  ●意思決定のための支援  
     日本・がん生殖医療学会が認定した意思決定支援施設又はそれに準ずると岐阜県がん・生殖医療 
     ネットワークが認めた施設 
  ●卵子、胚(受精卵）もしくは卵巣組織の採取及び凍結 
     公益社団法人日本産科婦人科学会「医学的適応による未授精卵子、胚（受精卵）及び卵巣組 
     織の凍結・保存に関する見解（平成28年６月改訂）」に準じて温存治療を行う医療機関 
  ●精子の採取及び凍結 
     がん治療の担当医師又は温存治療の担当医師から紹介を受けた医療機関 
⑤申請を行う生殖機能温存治療について、岐阜県特定不妊治療費助成事業に基づく助成を受けていない方 

提出先及び問い合わせ先 

助成の対象となる方 

助成の対象となる治療及び助成額 

申請方法について 

  温存治療の内容 助成額及び上限額 

Ａ 意思決定支援並びに卵子、卵巣組織、胚（受精卵）又は
精子の凍結等が完了したもの 

当該治療に要した医療保険適用外費用の額
（男性は３万円、女性は20万円を上限とす
る。） 

Ｂ 意思決定支援並びに卵子、卵巣組織、胚（受精卵）又は
精子の凍結等に至らなかったもの 

当該治療に要した医療保険適用外費用の額の
1/2（男性は3万円、女性は20万円を上限と
する。） 

C 意思決定支援のみ 
（生殖機能温存治療は実施なし） 

当該治療に要した医療保険適用外費用の額
（5,000円を上限とする。） 

以下の要件を全て満たす方（詳しくは主治医に御確認ください） 

検索 岐阜県 生殖機能温存治療費助成 



                     

 

 

平成３０年１２月２７日(木) 岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

 

保健医療課 
健康推進室 

がん対策係 

 

井上、横山 

内線 2559 

直通 058-272-8276 

FAX 058-278-2624 
                              

がん患者の生殖機能温存治療費助成事業の申請受け付けを開始 

 

県では、将来子どもを産み育てることを望む若年のがん患者が、希望を持ってがん治療に

取り組んでいただけるよう、生殖機能温存治療に必要な費用の一部を助成します。この度、

助成事業の申請受け付けを開始しました。 

なお、本年度に限り、平成 30 年４月１日以降に開始した治療に遡り対象とします。 

 

記 

＜助成事業の概要＞ 

１ 助成の対象となる方（以下の要件を全て満たす方） 

（１）生殖機能温存治療開始日から終了日までの間、県内に住所を有している方 

（２）ガイドライン※に基づき、がん治療により生殖機能が低下又は失う恐れがあ 

ると医師に診断された方 ※「小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガイドライン 2017 年版」 

（３）温存治療開始日の年齢が 43 歳未満の方 

（４）温存治療を岐阜県が定める医療機関で実施した方 

 （５）申請する治療について岐阜県特定不妊治療費助成事業の助成を受けていない方 

   

２ 助成の対象となる治療及び助成額 

Ａ 
意思決定支援並びに卵子、卵巣組織、胚（受精

卵）又は精子の凍結等が完了したもの 

医療保険適用外費用の額 

（男性：3万円、女性：20 万円を上限） 

Ｂ 
意思決定支援並びに卵子、卵巣組織、胚（受精

卵）又は精子の凍結等に至らなかったもの 

医療保険適用外費用の額の 1/2 

（男性：3万円、女性：20 万円を上限） 

Ｃ 
意思決定支援のみ 

(生殖機能温存治療は実施無し) 

医療保険適用外費用の額 

（5,000 円を上限） 

 ※助成はひとり１回限り 
※Ａ、Ｂの治療とも、意思決定支援施設での意思決定支援のうえ実施した治療が対象 

    ※温存治療に直接関係のない費用及び凍結保存料等の維持費用は対象外 

 

３ 申請方法 まずは主治医にご相談ください。該当する場合は、県ホームページ 

から申請書等をダウンロードし申請してください。 

 

４ 申請書の提出期限 生殖機能温存治療が終了した日の属する年度の末日 

 

５ 問合せ・申請先 岐阜県健康福祉部保健医療課 健康推進室がん対策係 

          電話（０５８）２７２－１１１１（内２５５９） 



別記 

第１号様式(第４条関係) 

 

岐阜県がん患者生殖機能温存治療費助成金交付申請書 
 
 岐阜県知事 様 

※太枠内を御記入ください。  治療を受けた者が未成年の場合は、申請者は保護者となります。 

申請者 

ふりがな  治療を受けた者との関係 

氏名                  

生年月日

性別 
    年    月    日          男  ・  女 

住所 

電話番号 

〒 

 

 ☎（自宅・携帯・その他（      ）        －    － 

生殖機能

温存治療

を受けた

者(申請者

と同じで

あれば記

入不要） 

ふりがな  

氏名  

生年月日

性別 
    年    月    日          男  ・  女 

住所 

電話番号 

〒 

 

 

☎（自宅・携帯・その他（      ）        －    － 

過去に岐阜県がん患者生殖機能温存治療費助成事業に基づく助成を受けたこ

とがありますか 
はい ・ いいえ 

今回の生殖機能温存治療について、「岐阜県特定不妊治療費助成事業」に基づ

く助成を受ける予定（又は申請済み）ですか   
※当事業は、「岐阜県特定不妊治療費助成事業」との併用はできません 

はい ・ いいえ 

 
主治医から生殖機能温存治療について十分な説明を受け、理解した上で、生殖機能温存治療を受けましたので、

裏面の注意事項を理解の上、必要書類を添えて申請します。また、助成の適性を判断するために必要な場合、生殖

機能温存治療を受けた医療機関に対して治療内容等の照会を行うことについて同意します。 
     

年   月   日 
 

     生殖機能温存治療内容：              （裏面のＡ～Ｃいずれかを選択） 
 
     申  請  額    ：             円 

 

申請者氏名：             ㊞ 
 

振込先 

指定口座 

（申請者の名義） 

ふりがな  

口座名義  

金融 
機関名 

 店舗名  

口座種別  口座番号  

助成決定金額 

※この欄は県で記載します。 
円 

（添付書類） 

１．岐阜県がん患者生殖機能温存治療費助成申請に係る証明書のうち、実施した治療内容に応じて以下を
添付 

□生殖機能温存治療を実施：生殖機能温存治療医用証明書（別紙１）及びがん治療医用証明書（別
紙２） 

□意思決定支援のみを実施：意思決定支援医用証明書（別紙３） 

２．当該申請に係る温存治療に要する費用の額が分かる医療機関が発行した領収書の写し 

３．住民票の写し（申請日から３か月以内で、生殖機能温存治療を開始した日から終了した日までの間、
岐阜県内に住所を有していることが確認できるもの。マイナンバーの記載不要） 

４．申請者の振込先指定口座の名義人、口座番号及び支店名が分かる預金通帳の写し 

（表） 



 

 

◎注意事項 

※助成金交付の可否は、文書で通知します。 

※書類に不備がある場合、助成金を交付できないことがありますので、ご注意ください。 

※助成の対象は、生殖機能温存治療に要した費用（初回の保存料を含む。）とし、医療保険適用外費用の

みが対象となります。また、入院費、入院時の食費等、温存治療に直接関係のない費用及び凍結保存

の維持に係る費用は、対象外とします。 

※助成金額は、生殖機能温存治療に要する費用のうち以下のとおりとし、申請は、１人につき１回限り

です。各治療を重複して申請することはできません。 

 生殖機能温存治療の内容 助成額及び上限額 

Ａ 
意思決定支援並びに卵子、卵巣組織、胚（受精卵）又

は精子の凍結等が完了したもの 

生殖機能温存治療に要した医療保
険適用外費用の額（男性は 3万円、女性

は 20万円を上限とする。） 

Ｂ 
意思決定支援並びに卵子、卵巣組織、胚（受精卵）又

は精子の凍結等に至らなかったもの 

生殖機能温存治療に要した医療保

険適用外費用の額の 1/2（男性は 3 万

円、女性は 20万円を上限とする。） 

Ｃ 
意思決定支援のみ 

(生殖機能温存治療は実施無し) 

生殖機能温存治療に要した医療保
険適用外費用の額（5,000円を上限とす

る。） 

 

※医療機関によっては、別紙１、別紙２及び別紙３の発行に費用がかかる場合がありますが、その費用

は、自己負担となります。（本事業の助成対象外） 

※本事業による助成は、岐阜県特定不妊治療費助成事業に基づく助成との併用はできません。 

※本事業は、生殖機能温存治療に要する費用を申請に基づき岐阜県が助成するものであり、がん治療及

び生殖機能温存治療、生殖機能温存治療後の妊娠等、その医療の内容について岐阜県が保証し、又は

責任を負うものではありません。 

※申請は、温存治療を終了した日の属する年度の末日までに行ってください。申請方法は、下記をご覧

ください。 

 

◎個人情報の取扱いについて 

  得られた個人情報は、助成金の交付事務及び岐阜県のがん対策の推進に必要な用途（施策の立案や調

査及び分析等）以外には使用しません。また、厳重に管理し、漏えい、不正流用、改ざん等の防止に適

切な対策を行います。 

 

申請方法 

郵送の場合（簡易書留等、必ず記録が残る方法で送付してください。） 

宛先：〒500-8570 （岐阜県岐阜市薮田南 2-1-1）   

岐阜県健康福祉部保健医療課 健康推進室がん対策係 

   

持参の場合： 

  受付窓口：岐阜県健康福祉部保健医療課 （岐阜県庁 9階） 

  受付時間：平日（月曜日から金曜日まで（県の休日を除く。））9:00～17:00 

      ※３月 31日が県の休日である場合は、それ以前の平日に持参してください。 

 

問合せ先 郵送及び持参いずれの場合も、事前に電話にて御一報ください。 

岐阜県健康福祉部保健医療課 健康推進室 がん対策係 058-272-1111（内 2559） 

（裏） 



別紙１ ※生殖機能温存治療医用 

岐阜県がん患者生殖機能温存治療費助成金交付申請に係る証明書 
 
 下記の者については、「小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガイドライン 2017年
版」に基づき、がん治療により生殖機能が低下する又は生殖機能を失うおそれがあると診断された者に
対し、がん治療及び生殖機能温存治療を実施することに関し、申請者が同意し、次のとおり治療費を徴
収したことを証明します。 

                年  月  日 

医療機関の名称及び所在地 

 

              日本産科婦人科学会の登録施設番号（６ケタ）          

              日本がん・生殖医療登録システム登録番号 
              （登録している場合）（FP+7桁）                

生殖機能温存治療医氏名                    ㊞ 
                               

 医療機関記入欄（生殖機能温存治療医がご記入ください。） 

温存治

療を受

けた者 

氏名 

（ふりがな               ） 
性 別 

 

生年月

日等 
年   月   日       （生殖機能温存治療開始日の年齢     歳） 

治療 

方法 

 

い 

ず 

れ 

か 

の 

該 

当 

治 

療 

に 

○ 

 

Ａ 

日本・がん生殖医療学会の認定又はこれに準ずると岐阜県がん・生殖医療ネットワークが認め

た意思決定支援施設における意思決定のための支援並びにがん患者の卵子若しくは卵巣組織、

胚（受精卵）又は精子の凍結等が完了したもの 

上記施設での意思決定支援を実施済みであることを確認しました。     

意思決定支援実施日     年   月   日 

意思決定支援実施医療機関名（                  ）   

意思決定支援担当医名   （                  ） 
実
施
し

た
治
療 

男

性 
１ 精子の採取及び凍結 治療期間 

 

  年 月 日～  年 月 日 

 

女 

性 

１ 卵子の採取及び胚（受精卵）の凍結 

２ 卵子の採取及び凍結 

３ 卵巣組織の採取及び凍結 

Ｂ 

日本・がん生殖医療学会の認定又はこれに準ずると岐阜県がん・生殖医療ネットワークが認め

た意思決定支援施設における意思決定のための支援並びにがん患者の卵子若しくは卵巣組織、

胚（受精卵）又は精子の凍結等に体調不良等により至らなかったもの 

上記施設での意思決定支援を実施済みであることを確認しました。     

意思決定支援実施日     年   月   日 

意思決定支援実施医療機関名（                  ）   

意思決定支援担当医名   （                  ） 

実

施
し
た

治
療 

男
性 

１ 精子の採取及び凍結に向けた治療 治療期間 

 

  年 月 日～  年 月 日 
女 

性 

１ 卵子の採取及び胚（受精卵）の凍結に向けた治療 

２ 卵子の採取及び凍結に向けた治療 

３ 卵巣組織の採取及び凍結に向けた治療 

領収金額 

今回の治療に要した助成対象費用合計    
 

 領収金額                 円  

※１ 助成金の交付の対象となる費用は、日本・がん生殖医療学会が認定した施設又はこれに準ずると岐阜県がん・生殖医療ネットワ

ークが認めた施設における意思決定支援並びに卵子、卵巣組織若しくは精子の採取及び凍結並びに胚（受精卵）の凍結に要する一

連の治療）の費用のうち、医療保険適用外のものとします。初回の凍結保存料は、助成対象に含みますが、凍結保存の維持に係る

費用や入院費、食費、文書料など治療に直接関係のない費用は、対象外とします。 

※２ 申請は、必要書類を添付の上、温存治療を終了した日の属する年度の末日までに行うよう申請者にご助言ください。 

（例：治療を終了した日が平成 30年 10月 20日の場合→平成 31年 3月 31日までに申請が必要） 



別紙２  ※がん治療医用 

 

岐阜県がん患者生殖機能温存治療費助成金交付申請に係る証明書 

 

「小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガイドライン 2017 年版」に基づき、がん

治療により生殖機能が低下する又は失うおそれがあると診断された下記のものに対し、生殖機能温存治

療を実施することに主治医が妥当であると認めたことを証明します。 

                    

年   月   日 

医療機関の名称及び所在地 

 

がん治療医氏名                    ㊞ 

 

医療機関記入欄（がん治療医がご記入ください。） 

生殖機能

温存治療

を希望し

た者 

氏名 
（ふりがな                   ） 

  

生年月

日・性別 
年  月  日        男 ・ 女 

今回の基礎疾患とそれ

に対する治療方法 

 

基礎疾患 

基礎疾患名 

（           ）  

左記の診断日 

     年   月   日 

診断医療機関名 

（                   ） 

基礎疾患に対する治療のうち、生殖機能を損ねるおそれがある治療 

１．薬物療法 

２．放射線治療 

３．その他 

（           ） 

生殖機能を損ねると予想される治療を開始した

日又は開始予定日 

     年   月   日 

実施医療機関名 

（                   ） 

※１ 基礎疾患名の欄には、がんの診断名（例：悪性リンパ腫）を記載してください。 



別紙３  ※意思決定支援医用 

 

岐阜県がん患者生殖機能温存治療費助成金交付申請に係る証明書 

 

 下記の者については、「小児、思春期・若年がん治療の妊孕性温存に関する診療ガイドライン 2017年

版」に基づき、がん治療により生殖機能が低下する又は失うおそれがあると診断された者に対し、生殖

機能温存治療を実施することに関する意思決定支援を実施し、次のとおり治療費を徴収したことを証明

します。 

年  月  日 

医療機関の名称及び所在地 

 

医 師 名                       ㊞ 

                               

 医療機関記入欄（意思決定支援を実施した医師が御記入ください。） 

意思決

定支援

を受け

た者 

氏名 
 

性 別 
 

生年月
日等 

   年   月   日    （生殖機能温存治療開始日の年齢     歳） 

治療 

内容 

Ｃ 

日本・がん生殖医療学会の認定又はこれに準ずると岐阜県がん・生殖医療ネットワークが認

めた意思決定支援施設における意思決定のための支援 （生殖機能温存治療は実施無し） 

意思決定支援についてのがん治療医の同意 

原疾患のがん治療医から紹介があり意思決定支援を実施した 

場合は□にチェックを入れてください。 

がん治療医療機関名（                ）   

がん治療主治医名 （                ） 

意思決定支援治療期間 

  年  月  日～  年  月  日 

 

実施医療機関名

（                 ） 

領収 

金額 

今回の意思決定支援に要した助成対象費用の合計   

 

 領収金額                 円  

※１ 申請は、必要書類を添付の上、温存治療を終了した日の属する年度の末日までに行うよう申請者
にご助言ください。 
（例：治療を終了した日が平成 30年 10月 20日の場合→平成 31 年 3月 31 日までに申請が必要） 

 

 

 

 

 



岐阜県がん・生殖医療ネットワーク 会則 

 

（総称・名称） 

第１条 本会は、「岐阜県がん・生殖医療ネットワーク」と称する。 

 

（目的） 

第２条 本会は、岐阜県におけるがん・生殖医療に関する診療・研究及、啓蒙及び、その発

展向上を通じて若年がん患者の妊孕性維持を図ることを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 本会は第２条の目的を達成するために次の事業を行う。 

（１） がん生殖医療に関する参加メンバー間の情報交換 

（２） 研究会・講演会の開催 

（３） 会員相互の連絡および懇親 

（４） 国内学会との交流 

（５） その他本会発展のために必要な事業 

 

（構成・会員） 

第４条 本会は、本会の主旨に賛同する医師および研究者並びにその他のものをもって構

成する。 

 

（役員） 

第５条 本会に次の役員をおく。 

役員は本会の運営に必要と考えられる会員を役員に推薦する事ができる 

チーフコーディネーター １名 本会を総括する 

   会の運営に必要な会員を役員に加える事ができる 

コーディネーター   若干名 役員会に出席し、会の運営を検討する 

監事          2名 本会を監査する 

アドバイザー     若干名 役員会に対し意見を述べることが出来る 

 

（役員会） 

第６条 本会は、役員会をもって運営を決定する。 

（１） 役員は、役員の過半数の出席・委任をもって成立することとする 

（２） 欠席者は委任状を提出することにより、審議内容を出席役員に一任することができ

る 

 



（会計） 

第７条 本会の経費は会費、その他の収入をもってこれに充てる。 

（１） 会員は、年会費として 500円を会議参加時に納める 

（２） 本会の会計年度は、毎年 4月 1日から翌年 3月 31日とする 

 

（会則の変更） 

第８条 会則の変更は、幹事会出席者の過半数の賛成により変更できる。 

 

（事務局） 

第９条 事務局はチーフコーディネーターのもとに、会員名簿の整理、研究会の運営に必要

な諸事務を行う。 

本会の事務局は、岐阜大学医学部附属病院産科婦人科内に置く。 

〒501-1194 岐阜市柳戸 1－1 ＴＥＬ：058‐230-6349 

e-mail ; gpofs@gifu-u.ac.jp 

 

付則（施行細則） 

（１） 本会則は、平成 25年 1月 4日より施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

≪役員一覧≫ 

各五十音順（平成 25年２月２１日現在） 

チーフコーディネーター 森重健一郎 岐阜大学医学部附属病院 

 

コーディネーター 井川 愛 高山赤十字病院・外科 

コーディネーター 石原 哲 木沢記念病院・泌尿器科 

コーディネーター 大島康司    岐阜大学医学部附属病院・整形外科 

コーディネーター 大野 元 おおのレディスクリニック 

コーディネーター 大野元嗣 県立多治見病院・乳腺内分泌外科 

コーディネーター 笠原千嗣    岐阜市民病院・血液内科 

コーディネーター 加藤善一郎 岐阜大学医学部附属病院・小児科 

コーディネーター 亀井桂太郎 大垣市民病院・乳腺外科 

コーディネーター 小杉浩史 大垣市民病院・血液内科 

コーディネーター 鷹尾 明  岐阜市民病院・小児科 

コーディネーター 高士宗久 県立多治見病院・泌尿器科 

コーディネーター 高橋義人 岐阜県総合医療センター・泌尿器科 

コーディネーター 竹内 賢 木沢記念病院・乳腺外科 

コーディネーター 鶴見 寿 岐阜大学医学部附属病院・血液内科 

コーディネーター 中田琢己  岐阜市民病院・乳腺外科 

コーディネーター 中西義人 中西ウィメンズクリニック 

コーディネーター 花村明利 県立多治見病院・血液内科 

コーディネーター 藤本佳則 大垣市民病院・泌尿器科 

コーディネーター 二村 学 岐阜大学医学部附属病院・乳腺外科 

コーディネーター 古井憲司 クリニック・ママ 

コーディネーター 古井辰郎 岐阜大学医学部附属病院・医学倫理 

コーディネーター 松波和寿 松波総合病院・医学倫理 

コーディネーター 操 良     操レディスホスピタル 

コーディネーター 村瀬勝俊 岐阜大学医学部附属病院・乳腺外科 

コーディネーター 長尾育子 岐阜県総合医療センター・乳腺外科 

コーディネーター 安田 満 岐阜大学医学部附属病院・泌尿器科 

コーディネーター 山田卓也 羽島市民病院・外科 

コーディネーター 山田俊樹 岐阜県総合医療センター・血液内科 

 



アドバイザー  木下栄作 岐阜県健康福祉部保健医療課 

アドバイザー  白鳥義宗 岐阜県がん情報センター 

アドバイザー  塚田敬義 岐阜大学医学部医学研究科・医学倫理 

アドバイザー  二宮保典 岐阜県医師会 

アドバイザー  吉田和弘 岐阜大学医学部附属病院・がんセンター 

 

監事        岩砂眞一 岐阜県産科婦人科医会 

監事       山田新尚    岐阜県総合医療センター・産婦人科 
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(案）埼玉県がん・生殖医療ネットワーク研究会運営委員
連絡先

病院名 科名 役職 氏名
メールアドレスFAXTEL

埼玉医科大学病院 産科婦人科 教授

教授

石原理

梶原健

osamishr@saitama-med.ac.ip

kaiihara@saitama-med.ac.ip

049-276-2123049-276-2123

産科婦人科 049-294-8305049-276-1347

049-276－1347

042-984-4670

042-984－4637

産科婦人科

乳腺腫瘍科

講師

副院長/教授

教授

左勝則 049-294-8305 iwas@saitama-med.ac.ip

tsaeki@saitama-med.acjp埼玉医科大学国際医療センター 昭
一

俊
恵

伯
原

佐
藤

042-984-4672

婦人科腫瘍科

泌尿器腫瘍科

産婦人科

fuiiwara@saitama-medac.ip

knishi@saitama-med.ac.ip

042-984-4741

042-984－4741

049-226-1495

准教授

教授

教授

西本紘嗣郎 042-984-4111

埼玉医科大学総合医療センター 高井泰 vastakai@saitama-med.ac.ip049-228-3796

049-228－3710ブレストケア科
重

寛
治

形
田

矢
横

049-228-3710

048-722－1129

048-722-1129

vaRata@biglobe.ip

埼玉県立がんセンター 婦人科 副病院長 hvokota@cancer-c.pref.saitamaip048-722-1111

048-722－1111

048－722－1111

乳腺外科

血液内科

血液･腫瘍科

松本広志部長

副部長

部長

教授

hiromatsu@cancer-c.pref.saitama.ip

nkubota@cancer-c.pref.saitamajp久保田靖子

康勝好

048－723－5197

埼玉県立小児医療センター

自治医科大学附属さいたま医療センター 産婦人科

血液科

泌尿器科

今野良

神田善伸

krvo772007@vahoo.co.ip048-647-2111

048－647－2111

048-648-5188

教授 048-648-5188 vcanda-tkv@umin.ac.ip

濁協医科大学埼玉医療センター 院長/教授 岡田弘 hirooka@dokkvomed.ac.ip048-965-8743048-965-8743

リプロダクｼｮﾝｾﾝﾀｰ
泌尿器科 准教授

教授

教授

小堀善友

産科婦人科 高倉聡 stakakur@dokkvomed.ac.ip048-956-1751048-965-6379

杉本公平リブロダクションセンター

丸山記念総合病院 産婦人科

産婦人科

産婦人科

丸山正統副院長 048-756-6061

048-647-3462

maru-tkv@umin.ac・lp048－757－3511

048-641-8077

048－641－8077

049-293-8210

かしわざき産婦人科 柏崎研

柏崎祐士

院長

副院長

院長

048-647-3462

049-293－8211

info@kashiwazaki.ne.iP~nhaVashi@wcf~reproduction.comウィメンズクリニックふじみ野 産婦人科 林直樹

(敬称略､順不同）
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患者必携 

地域の療養情報 

 

 

 

埼 玉 県 
がんサポートハンドブック 

秩父

東部

川越比企

北部

利根

県央

上里町

神川町

本庄市

美里町

寄居町

羽生市

久喜市
幸手市

杉戸町

宮代町

白岡市

春日部市

草加市

吉川市

三郷市
川口市

戸田市

蕨市
朝霞市

志木市

狭山市

川島町

富士見市

三芳町

上尾市

吉見町

東松山市

小川町

東秩父村

ときがわ町

日高市

坂戸市

鶴ヶ島市

小鹿野町

秩父市

横瀬町

皆野町

長瀞町

深谷市

熊谷市

行田市

蓮田市

松伏町

越谷市

八潮市

新座市

入間市

所沢市

鴻巣市

北本市

伊奈町

滑川町
嵐山町

鳩山町

越生町

飯能市

川越市

桶川市

ふじみ野市 さいたま市

和光市

毛呂山町

さいたま

加須市

西部
南部

南西部

 

 

 

彩の国 

埼玉県のマスコット「コバトン」＆「さいたまっち」 

埼玉県保健医療部疾病対策課がん・疾病対策担当 

埼玉県の二次保健医療圏（10か所） 
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がん患者の妊孕性(生殖機能)温存治療を考える 

参加費 

無料 

日 時 １月２８日（火） 18：00～20：30 （17：30受付開始） 

埼玉医科大学国際医療センター 
（埼玉県日高市山根１３９７－１） 

教育研究棟 ２階 大講堂   

医療従事者ならどなたでも 
(がん患者さんやご家族の参加はご遠慮いただいております。) 

会 場 

参加資格 

 本研修会は、日本専門医機構認定共通講習（2単位、人間性、社会性向上に資する講習）に
該当します。専門医共通講習受講証明書発行に「専門領域名・学会専門医番号」が必要です。 
 また、研修受講者には、埼玉県疾病対策課から「受講証」を交付します。  

申し込み 
０４９-２２６-１４９５  
埼玉医科大学総合医療センター産婦人科医局あて 

別紙「埼玉県がん妊孕性温存治療研修会参加申込書」にて 

FAX 

宛先 

方法 

共催 埼玉医科大学総合医療センター 埼玉医科大学国際医療センター 埼玉県保健医療部疾病対策課 

 教育講演１ 

 教育講演２ 

 症例提示・フリーディスカッション 

小児・AYA世代がん患者に対する妊孕性温存～がん・生殖医療update 
【座長】藤原 恵一   埼玉医科大学国際医療センター  包括的がんセンター長 婦人科腫瘍科 教授 

【演者】髙井 泰      埼玉医科大学総合医療センター 産婦人科 教授  

小児・AYA世代がん経験者の晩期合併症と長期フォローアップ 
【座長】髙井 泰      埼玉医科大学総合医療センター 産婦人科 教授 
【演者】三善 陽子   大阪大学大学院医学系研究科小児科学 准教授 

がん症例に対する妊孕性温存 
【演者】矢吹 みどり    埼玉医科大学国際医療センター 包括がんセンター  外来看護師 
          菅野 茜子  埼玉医科大学国際医療センター Ｂ棟６階病棟看護師 

【パネリスト】 
髙井 泰、三善 陽子、藤原 恵一、埼玉医科大学国際医療センタースタッフ 

がん患者の妊孕性(生殖機能)温存治療を考える

参加費

無料

日時 １０月４日（金） 18：00～20：30 （17：30受付開始）

さいたま市立病院
（埼玉県さいたま市緑区三室２４６０番地）

仮設棟 第２会議室

医療従事者ならどなたでも
(がん患者さんやご家族の参加はご遠慮いただいております。)

会 場

参加資格

研修受講者には、埼玉県疾病対策課から「受講証」を交付します。

申し込み

０４９-２２６-１４９５
埼玉医科大学総合医療センター産婦人科医局あて

別紙「埼玉県がん妊孕性温存治療研修会参加申込書」にて

FAX

宛先

方法

主催 埼玉医科大学総合医療センター 埼玉県保健医療部疾病対策課

教育講演１

教育講演２

症例提示・フリーディスカッション

小児・AYA世代がん患者に対する妊孕性温存～がん・生殖医療update
【演者】髙井 泰 埼玉医科大学総合医療センター 産婦人科 教授

思春期・若年成人期（AYA期）発症がんサバイバーの就労や
家族形成に対する意識と医療施設での支援
【演者】土屋 雅子 国立研究開発法人国立がん研究センター

がん対策情報センターがんサバイバーシップ支援部

がん症例に対する妊孕性温存
【パネリスト】

髙井 泰、土屋 雅子、さいたま市立病院スタッフ



＊ がん治療開始に際して、ガイドライン(※)に

おける推奨グレードＡ、Ｂ及びＣ１に基づ

き行われる妊孕性温存治療に要する自己負

担額のうち、保険適用外の費用となりま

す。 

 

＊ 入院費、入院時の食事代等治療に直接関係

のない費用や、凍結保存の維持に係る費用

は対象外です。 

 

＊ 平成30年4月1日以降に開始された妊孕性

温存治療が対象となります。 

 

＊ 体調不良などにより、妊孕性温存治療を中

止した場合であっても助成の対象となりま

すが、この場合は１回の助成として認定し

ます。 

Ⅱ 助成医療の対象 

・卵子、卵巣組織の採取凍結 

・卵子の採取、受精による胚 

 （受精卵）の凍結 

25万円 

・精子の採取凍結 5万円 

・手術を伴う精子の採取凍結 25万円 

Ⅲ 助成上限額 
 以下の金額を上限に、患者さん1人につき1

回助成します。 

お問い合わせ 
電   話：048-830-3599 

メール：a3590-06@pref.saitama.lg.jp 

郵送で下記の宛先に、申請してください。 

なお、特定記録や簡易書留を利用して送付する

ようお願いします。 
 

〒330-9301 

埼玉県さいたま市浦和区高砂3-15-1 

埼玉県保健医療部 

疾病対策課 がん対策担当 

 

※埼玉県庁専用郵便番号「330-9301」と

「疾病対策課」を記入すれば、宛先住所を省略

しても届きます。 

※封筒の表に「妊孕性温存治療費助成申請書在

中」と朱書きしてください。 

申請先 
 

 埼玉県では、小児、思春期・若年のが

ん患者さんに対して、がん治療に際して

行う生殖機能（妊孕性）温存治療に必要

な費用の一部を助成することにより、将

来に希望を持ってがん治療に取り組んで

いただけるよう支援します。 

が ん 患 者 さ ん の 

生殖機能(妊孕性
にんようせい

)温存治療 

に対する助成制度のご案内 

 
平成30年8月 

埼玉県 

 
 埼玉県マスコット「コバトン」 

彩の国 

埼玉県 
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The Phase 3 Basic Plan to Promote Cancer Control, which was 
approved by the Japanese Cabinet in March 2018 recommends 
to establish regional cooperation for fertility preservation (FP) 
in each prefectures in Japan. Almost half of the prefectures 
have established the regional oncofertility network so far. 

The population of Saitama prefecture is about seven million, 
which is ranked fifth in Japanese 47 prefectures. Success of the 
regional cooperation of Saitama Oncology Reproduction 
Network (SORNET) would make an impact in Japan.

This study was supported by Health Science Research Grant from The Ministry of Health Labour and Welfare Award Number H29-31-008.

The prefectures that established the 
regional oncofertility network

2nd Public lecture:
Regional Cooperation between 
Healthcare Providers and Welfare 

Background

Material & Method
We analyzed the number of fertility preservation including 
sperm cryopreservation, oocyte cryopreservation, embryo 
cryopreservation and ovarian tissue cryopreservation in each 
year since 2016. 
In addition, we also analyzed cooperation with the Saitama 
prefecture government about public financial support for the 
fertility preservation.

Objective
The purpose of this study was to analyze current status of 
SORNET to clarify the problems in regional cooperation for 
fertility preservation.

Results

The numbers of fertility preservation including sperm 
cryopreservation, oocyte cryopreservation, embryo 
cryopreservation and ovarian tissue cryopreservation 
were gradually increasing. 

The government public support for sperm 
cryopreservation by using microdissection testicular 
sperm extraction (TESE) was provided solely in Japan. 

Moreover, Saitama prefecture government also gave 
SORNET a grant for the cooperation with the welfare 
services to prepare adoption or foster care for young 
cancer survivors. 

SORNET should try to establish the regional 
cooperation for fertility preservation with prefecture 
government and welfare services to design the ideal 
regional cooperation.

Discussion and Conclusion

Infertility treatment
Female Male

Saitama Medical Center, 
Saitama Medical University

Dokkyo Medical University 
Saitama Medical Center

Learning support for high schoolers hospitalized 
for lengthy period In Saitama Children’s Medical 
Center

Employment support

Video conference system for Pediatric cancer 
treatment

Medical cooperation Adoption & Foster Care

Announcement

Saitama prefecture

Education

Class rooms Gym & swimming pool

Cooperation between Healthcare providers and 
Welfare

Consultation desk to create a supportive work 
environment for cancer survivors who have 
different situations

Current status and future prospects of Saitama Oncology Reproduction Network(SORNET)
1. Naoki Yoshikawa, 1. Kouhei Sugimoto, 1. Toshiyuki Iwahata, 2. Satoshi Takakura, 1. Hiroshi Okada, 3. Kousuke Shigematsu, 3. Yasushi Takai, 4. Osamu Ishihara, 5. Toshiaki Saeki

1. Reproduction center, Dokkyo Medical University Saitama Medical Center 2. Department of Obstetrics and Gynecology, Dokkyo Medical University Saitama Medical Center

3. Center for Maternal, Fetal and Neonetal Medicine, Saitama Medical Center, Saitama Medical University 4. Department of Obstetrics and Gynecology, Saitama Medical University

5. Department of Breast Oncology, Saitama Medical University Internattional Medical Center

2019 Oncofertility Conference, 
November 13, 2019 in Chicago, IL

The 2019 Oncofertility Consortium Conference
Naoki Yoshilkawa

In connection with this presentation,   there is no COI to 
be disclosed with any companies.

We are looking forward to your visit to Japan!! 

Start Male
(×104 JPY)

Female
(×104 JPY) Others Female

age (<) 
Income 

limitations

Shiga 2016 2 Oocyte 10
Embryo/Ovary 20 43 NO

Kyoto 2017 3 20 40 NO
Gifu

2018

3 20 Counseling
only, SLE 43 NO

Saitama 3 25 25 for 
TESE 40 YES

Hiroshima 2 20 40 NO
Kanagawa

2019

2.5 20 40 YES

Yamanashi Inside 10
Outside 5

Inside 40
Outside 25

Guidelines applied NO

Shizuoka 2 40 40 NO
Mie 3 25 40 NO

Wakayama 3 20 40 NO
Kagawa 2 20 40 NO

Gunma 2020 available also for cryostorage

Public support for FP in 12 prefectures in Japan

Reported from Saitama prefecture June, 2019

The 10th meeting of 
Japan Society for Fertility 

Preservation is going to be held 
in Saitama

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

sperm oocyte embyo ovarian tissue

2016
2017
2018

Various support initiatives in Saitama

104 JPY ≒ 92 USD

Yoshikawa et al. Oncofertility Conference 2019@Chicago



がん・生殖医療と福祉の協働
市民公開講座

第10回 日本がん・生殖医療学会 学術集会

20
20

9：00-11：302/15 土
会場
主　催

事務局

埼玉県がん・生殖医療ネットワーク（SORNET）
共　催 日本がん・生殖医療学会

埼玉医科大学総合医療センター産婦人科
〒350-8550 川越市鴨田1981　TEL 049-228-3681（医局）　FAX 049-226-1495

（さいたま市大宮区）ソニックシティ国際会議室

会場案内図入場無料

基調講演 杉本 公平座長
内閣官房参与子どもをもつということ ―がん・生殖医療を考える―

オープニングリマークス

日本がん・生殖医療学会理事長

静岡大学

静岡大学

氏

氏

吉村 泰典
鈴木 　直

獨協医科大学埼玉医療センター 杉本 公平

我が国におけるがん・生殖医療の実情と課題

一般社団法人埼玉県里親会理事長 氏石井 敦

命を繋ぐために
～里親・養親と医療の協働

第一部
阿南 里恵日本がん・生殖医療学会

獨協医科大学埼玉医療センター

第二部

質疑応答 座長　鈴木 　直

がん経験のある人が里親・養親に
なることから見えるもの

埼玉県医療連携での協働 当事者の現状と全国での普及状況

里親・がんサバイバー 氏海田 真奈美
病いと育児、泣いて笑って奮闘中

氏吉田 奈穂子

子育てを望む大人と親を必要とする
子どもの双方が幸せになるために

NHK 氏
氏

猪瀬 美樹

特別養子縁組・里親の可能性
～『クローズアップ現代＋』の取材から～

（生殖医療者からの情報提供に関する調査）
里親・養親へのアンケート調査報告

氏

氏

氏 白井 千晶座長座長 氏

白井 千晶

埼玉医科大学病院 産婦人科 教授 氏石原 理

「子供のいない夫婦のための養子縁組ガイド」
「子供のいない夫婦のための里親ガイド」著者

［9：05-9：25］

［9：00-9：05］

クロージングリマークス 埼玉医科大学総合医療センター 産婦人科 教授 氏高井 泰［11：25-11：30］

［9：25-10：10］ ［10：15-11：05］

［11：05-11：25］

武蔵野銀行
シーノ大宮

大宮
そごう

JACK
大宮DOM丸井

至 所沢

ARCHE

鐘塚
公園

至 日本橋 国道17号線

大宮駅
西口

さ
い
た
ま・春
日
部
線

埼玉
りそな銀行

至 川越
至 熊谷

至 高崎・宇都宮

至 春日部

ソニック
シティビル

ソニック
シティホール

歩
行
デ
ッ
キ

パレスホテル
大宮

氏

第10回

日本がん・生殖医療学会 学術集会
開催のご案内

【主催】特定非営利活動法人 日本がん・生殖医療学会
【運営事務局】株式会社ヒューマン リプロ・K 〒226-0003  横浜市緑区鴨居6丁目19-20 Tel：045-620-7560

会期： 2020年2月15日(土)・16日(日)
会長：髙井泰（埼玉医科大学総合医療センター 産婦人科 教授）
会場：ソニックシティ（さいたま市大宮区）

テーマ：がん・生殖医療の量的・質的均てん化を目指して

・Oncofertility Consortium
Japan Meeting
・基調講演
・教育講演
・ワークショップ
・シンポジウム
・ランチョンセミナー
・市民公開講座
「がん・生殖医療と福祉の

地域医療連携での協働」

埼玉県のマスコット
「さいたまっち」と「コバトン」

主な内容：

参加費：医師：15,000 円（事前登録 13,000円）
医師以外：10,000 円（事前登録 8,000円）

一般演題受付期間：2019年8月1日（木）〜11月15日（金）
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令和元年10月4日(送付先）
350-0844
崎玉ﾘILjll越市大字II!13111 1 98 1番地

一般社団法人埼玉ﾘ,4がん・生ﾀld医娠ネットワー
ク 御中

蕊llllll'11',l,,lllllllllll'nlllllll''11,I1,IIOll'11,II'II'11･1111111

＃00000092
191004 国税庁長官

（官印省略）

去人番号指定彌知言、
、

ノ

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の規定により、
下記のとおり法人番号を指定したことを通知します。

三孟可
同ロ

5 1 0 3 0 0 1 0 5 0 1 i 9 6 ワ
合 3法人番号 ( 13桁）

I

商
又

今

、

号
称 一般社団法人埼玉県がん・生殖医療ネットワークは名

本店又は
主たる事務所
の所在地

法人番号の指定
を受けた者※’ 埼玉県川越市大字鴨田198 1番地

国内における
主たる事務所等
の所在地※2~

法人番号指定年月 日 令和元年10月4日

商
又は名

号
称 一般社団法人埼玉県がん・生殖医療ネットワーク

国税庁法人番号
公表サイトの表記
※3

本店又は
主たる事務所
の所在地

埼玉県川越市大字鴨田1981番地

国内における
主たる事務所等
の所在地※2

皿知普作成l l現在の情州に基づく炎‘世です｡ (Gl910040000465)
法人番号の桁定を受けた占・が外国法人等の場合に記,放しています。
' 11悦庁法人悉号公炎サイトでは、 JlS第1水準及び第2水準以外の文字をJ｣s第1水準及び第2水準の文字に世換えしています。
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彩の国 埼玉県 Foreign Language 文字サイズ・色合い変更 音声読上げ キーワードを入力してください 検索

LINEで送る ツイート  掲載日：2019年12月27日

がん患者さんの生殖機能（妊孕性（にんようせい））温存治療に対する助成制
度

新着情報

【令和元年12月27日】「研修会・公開講座」の情報を更新しました。

制度の概要

埼玉県では、小児、思春期・若年のがん患者さんに対して、がん治療開始に際して行う妊孕性温存治療(※1)に必要な
費用の一部を助成することにより、将来に希望を持ってがん治療に取り組んでいただけるよう支援します。

※1「妊孕性温存治療」とは、がんを治療するための化学療法や放射線療法で生殖機能が損なわれることがあるため、
精子、卵子等を凍結保存して、不妊に対処する治療のこと。

助成制度のご案内

平成30年度から、小児、思春期・若年のがん患者を対象に、治療に必要な費用の一部を助成します。

以下のご案内及び実施要綱をお読みいただき、要件、手続き等をよくご理解のうえ、申請してください。

なお、温存治療を行う希望がある場合は、まずがん治療主治医にご相談ください。

助成制度について、ご不明な点は、疾病対策課がん対策担当（電話:048-830-3599）までお問い合わせください。

助成制度のリーフレット（PDF：1,778KB）

ご案内目次

1. 対象となる方
2. 助成医療の対象
3. 助成上限額
4. 申請に必要な書類
5. 手続きの流れ
6. 申請方法  

1.対象となる方

（1）～（5）の全てを満たす方が対象となります。

（1）がんと診断された日から妊孕性温存治療終了日までの間において、埼玉県内(さいたま市、川越市、越谷市、

       川口市を含む)に住所を有する方

（2）「小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガイドライン2017年版（一般社団法人日本癌治療

       療学会編） 」（以下「ガイドライン」という。）に基づき、がん治療により生殖機能が低下する又は失う恐

       れがあると医師に診断された方

（3）妊孕性温存治療実施日における年齢が40歳未満の方

（4）次の所得要件を満たす方
患者さんが20歳未満の場合…保護者全員（父及び母）の所得の合計が730万円未満
患者さんが20歳以上で未婚の場合…患者さん本人の所得が730万円未満
患者さんが20歳以上で既婚の場合…患者さん本人と配偶者の所得合計が730万円未満

  表   所得計算表

総合トップ > 健康・福祉 > 医療 > がん対策 > がん患者さんの生殖機能（妊孕性（にんようせい））温存治療に対する助成制度
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 父 母 患者本
人

配偶者

   ア   合計所得金額（※2）     

控
除
額

イ   一律の控除額（所得がある場合のみ） 80,000
円

80,000
円

80,000
円

80,000
円

ウ   雑損控除     

エ   医療費控除     

オ   小規模企業共済等掛金控除     

カ   一般障害者控除（該当一人につき27万円）     

キ   特別障害者控除（該当一人につき40万円）     

ク   寡婦（夫）控除（27万円、特例の場合は35万円）     

ケ   勤労学生控除     

   コ   所得額＝ア-（イ＋ウ＋エ＋オ＋カ＋キ＋ク＋ケ）
   （マイナスは0円） コ1 コ2 コ3 コ4

保護者の合計（コ1＋コ2）が730万円未満であれば所得要件につい
て、満たしています。 コ1＋コ2   

患者本人の合計（コ3）が730万円未満であれば所得要件について、満
たしています。   コ3  

患者本人と配偶者の合計（コ3＋コ4）が730万円未満であれば所得要
件について、満たしています。   コ3＋コ4

 ※2「ア欄」における総所得額は、給与所得や事業所得、その他の所得を合算したものです。 

     市町村県民税所得証明書（又は課税（非課税）証明書）の合計（総）所得金額を記入します。

     （参考）給与所得（給与所得控除後の所得額）、事業所得（事業収入ー必要経費）

     所得の計算については、児童手当法施行令第2条、第3条を準用します。

 

（5）特定不妊治療費助成事業指定医療機関であり、日本産科婦人科学会の「医学的適応による未受精卵子、胚（受精
卵）および卵巣組織の凍結・保存に関する見解（平成28年6月改定）」に準じて妊孕性温存治療を行う医療機関にお
いて妊孕性温存治療を受けた方（詳しくは主治医に御確認ください。）

2.助成医療の対象

ガイドラインにおける推奨グレードA、B及びC1に基づき行われる妊孕性温存治療に要する自己負担額のう
ち、保険適用外の費用となります。
入院費、入院時の食事代等治療に直接関係のない費用や、凍結保存の維持に係る費用は対象外です。
平成30年4月1日以降に開始された妊孕性温存治療が対象となります。
体調不良などにより、妊孕性温存治療を中止した場合であっても助成の対象となりますが、この場合は1回の
助成として認定します。

3.助成上限額

以下の金額を上限に、患者さん一人につき1回助成します。

卵子、卵巣組織の採取凍結

卵子の採取、受精による胚（受精卵）の凍結 25万円

精子の採取凍結 5万円

手術を伴う精子の採取凍結 25万円

4.申請に必要な書類

（1）埼玉県がん患者妊孕性温存治療費助成申請書（様式第1号）（エクセル：63KB）

       埼玉県がん患者妊孕性温存治療費助成申請書（様式1号）（PDF：134KB） (※3)

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0704/boshi/funinchiryo.html%23taisyochiryo
http://www.jsog.or.jp/facility_program/search_result_facility.php
http://www.jsog.or.jp/facility_program/search_result_facility.php
http://www.jsog.or.jp/facility_program/search_result_facility.php
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/gantaisaku/documents/youshiki01gou.xls
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/gantaisaku/documents/youshiki01.pdf


2020/01/18 15:55がん患者さんの生殖機能（妊孕性（にんようせい））温存治療に対する助成制度 - 埼玉県

3 / 5 ページhttps://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/gantaisaku/seisyokukinou.html

      ※3 助成金の振込先は申請者欄に記載された方名義の口座を記載してください。

（2）埼玉県がん患者妊孕性温存治療実施証明書[妊孕性温存治療実施医療機関用]（様式第4号）（エクセル：
52KB）

       埼玉県がん患者妊孕性温存治療実施証明書[妊孕性温存治療実施医療機関用]（様式4号）（PDF：162KB）

       埼玉県がん患者妊孕性温存治療実施証明書[がん治療実施医療機関用]（様式第5号）（エクセル：37KB）

       埼玉県がん患者妊孕性温存治療実施証明書[がん治療実施医療機関用]（様式5号）（PDF：116KB）

（3）妊孕性温存治療費助成申請についての同意書（様式第6号）（エクセル：26KB）

       妊孕性温存治療費助成申請についての同意書（様式第6号）（PDF：87KB）

（4）世帯全員の住民票（原本）
     （続柄の記載があり、個人番号の記載のないもので、発行から3か月以内のもの）

（5）1.対象となる方（4）次の所得要件を満たす方を確認できる、患者さん本人、配偶者又は保護者全員（父及び
母）の 市町村県民税所得証明書、課税証明書又は非課税証明書（各控除額が記載されたもの）（原本）

（6）助成金の振込を希望する銀行口座の通帳等カナ名義及び口座番号が分かるもの（写し）

（7）助成の対象となる妊孕性温存治療費の領収書（原本）(※4)

       ※4 助成額決定後、助成を行なった旨の印を押して返却します。

（8）埼玉県がん患者妊孕性温存治療費助成事業に係るアンケートについての同意書（提出任意）（エクセル：
28KB）

       埼玉県がん患者妊孕性温存治療費助成事業に係るアンケートについての同意書（提出任意）（PDF：82KB）

申請に必要な書類の郵送を希望される場合

94円切手を貼付した返信用封筒及び連絡先電話番号と「妊孕性温存治療費助成申請書類郵送希望」と記載したメモを
同封し、6.申請方法にある【郵送先】あてに送付ください。

5.手続の流れ（一般的な流れ）

 (※5)

※5 平成30年度治療終了分の助成制度申請締切について

平成30年度に妊孕性温存治療を実施された方の申請受付は、平成31年3月29日までとなります。

また、平成31年2月1日から平成31年3月31日までに妊孕性温存治療が終了した方は、

申請を平成31年4月26日まで受付します。

やむ負えない事情等で申請が難しい場合は、まず電話で担当までご相談ください。

対象  平成30年度に妊孕性温存治療されたがん患者さん

お問合せ  県疾病対策課がん対策担当  （電話048-830-3599）

6.申請方法

申請は、下記あて先に郵送でお願いします。なお、特定記録や簡易書留を利用して送付するようお願いします。

【郵送先】〒330-9301   埼玉県さいたま市浦和区高砂3-15-1

              埼玉県保健医療部   疾病対策課   がん対策担当

埼玉県庁専用郵便番号「330-9301」と「疾病対策課」を記入すればあて先住所を省略しても届きます。

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/gantaisaku/documents/youshiki04gou.xls
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/gantaisaku/documents/youshiki04gou.pdf
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/gantaisaku/documents/youshiki05gou.xls
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/gantaisaku/documents/youshiki05gou.pdf
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/gantaisaku/documents/youshiki6gou.xls
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/gantaisaku/documents/yousiki06.pdf
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/gantaisaku/documents/anke-todouisyo.xls
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/gantaisaku/documents/anke-todouisyo.pdf
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このページの情報は役に立ちましたか？

このページの情報は見つけやすかったですか？
 1：役に立った  2：ふつう  3：役に立たなかった

 1：見つけやすかった  2：ふつう  3：見つけにくかった

封筒の表に「妊孕性温存治療費助成申請書在中」と朱書きしてください。

 実施要綱

埼玉県がん患者妊孕性温存治療費助成事業実施要綱（PDF：131KB）

研修会・公開講座

 医療従事者向け研修会

　埼玉県「小児・AYA世代のがん妊孕性温存治療」研修会を、下記のとおり開催いたします。

　【第3回】　

   日時：令和2年1月28日（火曜日） 18時00分～20時30分（17時30分受付開始）

   会場：埼玉医科大学国際医療センター(日高市山根1397-1)

           教育研究棟2階大講堂 ※案内図はこちら（PDF：161KB）です。

   対象：医師、看護師、がん相談支援センター相談員等の医療従事者や病院関係者

　参加費：なし

　講演内容：こちらのチラシ（PDF：470KB）をご参照ください。

　申込方法：別紙（ワード：23KB）に必要事項を記入し、令和2年1月21日（火曜

                日）までに、埼玉医科大学総合医療センター産婦人科医局あてに                  （PDF：470KB）    
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埼玉県がん患者妊孕性温存治療費助成事業実施要綱 

 

（目的） 

第１条 小児、思春期・若年のがん患者に対して、がん治療に際して行う妊孕性温存 

 治療に係る費用を助成することにより、患者が将来に希望を持ってがん治療に取り 

 組めるよう支援することを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号の定 

 めるところによる。 

 一 妊孕性温存治療 

   生殖機能が低下する又は失う恐れのあるがん治療に関して精子、卵子又は卵巣 

  組織を採取し凍結保存するまでの一連の医療行為、若しくは卵子を採取し受精さ 

  せ、胚（受精卵）を凍結保存するまでの一連の医療行為をいう。 

 二 ガイドライン 

   「小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガイドライン 2017 

  年版」（一般社団法人日本癌治療学会編）をいう。 

 三 保険適用外 

   医療保険各法の規定による医療に関する給付以外のものをいう。 

 四 妊孕性温存治療実施日 

   精子、卵子又は卵巣組織の採取を行った日をいう。 

 

（助成対象者）  

第３条 この要綱による助成の対象となる者は、次の各号に掲げる要件を全て満たす 

 者とする。 

 一 がんと診断された日から妊孕性温存治療終了日までの間において埼玉県内に 

  住所を有する者  

 二 ガイドラインに基づき、がん治療により生殖機能が低下する又は失う恐れがあ 

  ると医師に診断された者  

 三 妊孕性温存治療実施日における年齢が 40 歳未満の者  

 四 別表１に規定する所得の要件を満たす者 

 五 次の双方の要件を満たす医療機関において妊孕性温存治療を受けた者 

  イ 埼玉県不妊治療費助成事業実施要綱（平成 16 年４月１日適用。以下「不妊 

   要綱」という。）第 10 条第１項及び第４項の規定により指定された医療機関 

  ロ 公益社団法人日本産科婦人科学会の「医学的適応による未受精卵子、胚（受 

   精卵）および卵巣組織の凍結・保存に関する見解（平成 28 年６月改定）」に準 

   じて妊孕性温存治療を行う医療機関 



（助成対象となる費用） 

第４条 この要綱による助成の対象となる費用は、ガイドラインにおける推奨グレー 

 ドＡ、Ｂ及びＣ１に基づき行われる妊孕性温存治療に要する自己負担額のうち、保 

 険適用外の費用とする。ただし、治療に要する費用（初回の保存に要する費用を含 

 む。）に限るものとし、入院費、入院時の食事代等治療に直接関係のない費用及び 

 凍結保存の維持に係る費用は対象外とする。 

２ 体調不良などにより医師の判断に基づき前項の妊孕性温存治療を中止した場合 

 も助成の対象とする。 

３ 不妊要綱又は市町村の早期不妊治療費助成事業により助成対象となる費用は対 

 象外とする。 

 

（助成金額） 

第５条 患者 1人につき 1回を限度として別表２のとおりとする。 

 

（助成金の申請） 

第６条 助成金の申請は、妊孕性温存治療終了後、埼玉県がん患者妊孕性温存治療費 

 助成申請書（様式第１号）に以下の書類を添付して行うものとする。 

一 埼玉県がん患者妊孕性温存治療実施証明書（様式第４号及び様式第５号） 

二 妊孕性温存治療費助成申請についての同意書（様式第６号） 

三 第３条に定める対象者であることが確認できる次の書類 

 イ 世帯の住民票（原本）（続柄の記載があり、個人番号の記載のないもので、 

  発行から３か月以内のもの） 

 ロ 妊孕性温存治療を受けた者、配偶者、保護者全員の市町村県民税所得証明書、 

  課税証明書又は非課税証明書（各控除額が記載されたもの）（原本） 

  （１月～５月の申請の場合は前々年、６月～12 月の申請の場合は前年の所得に 

  係るもの。） 

 ハ 助成の対象となる妊孕性温存治療費の領収書（原本） 

四 助成金の振込を希望する金融機関の通帳等カナ名義及び口座番号が分かるも 

 の（写し） 

２ 前項の申請は、特段の事由がない限り、助成対象の妊孕性温存治療実施日が属す 

 る年度内に行うものとする。 ただし、２月１日から３月 31 日までの間に妊孕性温 

 存治療が終了したものについては、翌年度４月 30 日まで行うことができる。 

 

（助成金の支給）  

第７条 知事は、前条の申請があったときは、その内容について審査の上助成金額を 

 決定し、助成金支給決定通知書（様式第２号）を速やかに申請者に送付するととも 

 に、助成金を申請者の指定する口座に振り込むものとする。 

２ 前項の審査の結果、申請内容が適正と認められないときは、その理由を付した助 

 成金支給不承認通知書（様式第３号）を速やかに申請者に送付するものとする。 



（助成金の返還） 

第８条 知事は、虚偽の申請その他不正な手段により助成金の支給を受けた者に対し、 

 その全部又は一部を返還させることができる。 

 

（妊孕性温存治療） 

第９条 妊孕性温存治療を実施する医療機関は公益社団法人日本産科婦人科学会の 

 「医学的適応による未受精卵子、胚（受精卵）および卵巣組織の凍結・保存に関す 

 る見解（平成 28 年６月改定）」に準じて妊孕性温存治療を行うものとする。 

 

（個人情報の取扱い等） 

第 10 条 県並びにがん治療及び妊孕性温存治療に関わる医療機関は、本事業の実施 

 にあたっては、個人情報の取扱いに充分留意するものとする。 

 

（事業の周知） 

第 11 条 県並びにがん治療及び妊孕性温存治療に関わる医療機関は、本事業につい 

 て広報、周知等に努め、利用機会の拡大に努めるものとする。 

 

（その他） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、知事が別に定める。 

 

   附 則 

１ この要綱は、平成 30 年８月 30 日から適用する。  

２ 前項の規定にかかわらず、平成 30 年４月１日以降に実施された妊孕性温存治 

 療にこの要綱を適用する。 



別表１（第３条第四号関係） 

妊孕性温存治療を受けた者 前年（１月～５月の申請にあっては前々年）の所得額 

未成年の場合 

妊孕性温存治療を受けた者の保護者全員の所得額（児童

手当法施行令（昭和 46 年政令第 281 号）第３条に定め

る所得額をいう。以下同じ。）の合計が 730 万円未満 

成年かつ未婚の場合 妊孕性温存治療を受けた者の所得額が 730 万円未満 

成年かつ既婚の場合 
妊孕性温存治療を受けた者及びその配偶者の所得額の

合計が 730 万円未満 

 

 

別表２（第５条関係） 

 助成上限金額 

卵子、卵巣組織の採取凍結 

卵子の採取、受精による胚（受精卵）の凍結 
25 万円 

精子の採取凍結  ５万円 

手術を伴う精子の採取凍結 25 万円 

 



1. 埼玉県保健医療部疾病対策課が、がん患者の妊孕性温存に対する関心をも

って戴いたきっかけ、ポイントとなった面談、会議やイベントの日付など 

 

・ 第３期がん対策基本計画（国）において、小児・AYA 世代のがん対策の推

進やがん患者への支援（サバイバーシップ支援）が位置づけられた。 

・ これを受けて本県の第３期がん計画推進計画でも、新たに「小児・AYA 世

代のがん対策」を位置付けた。 

・ 石原教授や髙井教授から、御要望や妊孕性温存の情報提供をいただいてい

たことで、計画策定の場である埼玉県がん対策推進協議会での検討の遡上に

乗せやすかった。 

 

2. 予算化の経緯や苦労した点など、何が重要だったか 

 

・ がん患者の妊孕性温存を含め、「長期入院を要する高校生の学習支援」

「小児がん医療連携体制整備(テレビ会議システム導入)」の３事業を予算要

求した。 

・ このことにより、小児・AYA 世代のがん患者の総合的な支援と打ち出すこ

とができ、県の主要事業として位置づけされやすくなり、予算獲得につなが

った。 

・ 予算要求において、財政部門に事業 PR する際には石原教授や髙井教授に

いろいろな情報や助言をいただけたことは大変心強かった。 

※「長期入院を要する高校生の学習支援」については、県立小児医療センターから御

要望いただいていた。 

 

3. 県において妊孕性温存事業を始めるにあたっての注意点・アドバイスなど 

 

・ 妊孕性温存事業は、治療費助成を行うに当たっては、以下の①～③がクリア

ーされていることが重要と考え対応している。 

① がん治療医療機関が妊孕性温存の必要性を理解していること 

 ⇒ 髙井教授にがん診療連携拠点病院を会場に研修会を実施していただい 

   ている 

② 妊孕性温存治療医療機関のリソースがあること 

 ⇒ 埼玉県がん・生殖医療ネットワークが HPで公表 

③ がん治療医療機関と妊孕性温存治療医療機関との連携 

 ⇒ 埼玉県がん・生殖医療ネットワークの広報活動（HPなど） 

   髙井教授にがん診療連携拠点病院を会場に研修会を実施していただい 

   ている 

・ 本県は、石原教授や髙井教授の御協力があって、効果的な事業実施ができま

すことを感謝いたします。 
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滋賀県がん患者妊孕性（にんようせい）温存治療助成事業実施要綱 

 

（目的） 

第１条  がん治療を行う場合であって、将来子どもをもつことを望む若いがん患者に対し
て、妊孕性温存治療に要する費用の一部を助成することにより、その経済的負担の軽減
を図ることを目的とする。  

 

（事業内容） 

第２条  医療保険が適用されない、がん治療を行う場合の妊孕性温存治療（以下「治療」）
に要する費用の一部を助成する。 

 

（実施主体） 

第３条 実施主体は、滋賀県とする。 

 

（対象者）         

第４条  治療終了日において滋賀県内に居住（住民登録していること）し、がん治療によ
り妊孕性が低下するまたは失う恐れがあると医師に診断された者とする。 

   

（対象となる治療等） 

第５条  精子、卵子、卵巣組織等の採取、凍結保存等にかかる保険適用外経費とする。 

    なお、妊孕性温存治療医とがん治療医の同意が得られない場合は助成の対象 

としない。 

 

（実施方法） 

第６条 第４条に定める対象者が、医療機関において、第５条に定める治療のために要し
た費用の一部を助成することにより行うものとする。 

  

（助成の額等） 

第７条   

（１） 治療に要した医療保険適用外の治療費用に対して、男性は２万円、 

女性は１０万円を上限とし、１回目の凍結保存費用は含む。 

    １人１回のみの助成とする。   

（２） 治療の日における年齢が４３歳未満とする 

 

（助成の申請および決定） 

第８条 助成の申請および決定は、次によるものとする。 

 １ 助成の申請 

（１）助成を受けようとする者（受診者または保護者等）は、治療が終了した日の属す
る年度内に、知事に申請するものとする。 

 ただし、治療終了日が３月１日から３月３１日の場合に限り、翌年度の４月末日
（休日の場合はその翌日）まで申請を行うことができるものとする。 

（２）申請には滋賀県がん患者妊孕性温存治療助成事業支援申請書（様式１）を使用し、
下記関係書類を添付する。 

ア 滋賀県がん患者妊孕性温存治療助成事業証明書（様式２、３） 

イ 治療日に滋賀県に居住していたことを証明する書類（住民票等）。 

ウ その他知事が必要と認める書類 



 

  ２ 助成の決定 

（１）当該年度分の助成対象か否かについては、治療終了日を基準とする。 

（２）知事は、申請受理後速やかに審査を行い、助成の可否および助成金額を滋賀県が
ん患者妊孕性温存治療助成事業承認決定通知書（様式４－１）または滋賀県がん患
者妊孕性温存治療助成事業不承認決定通知書（様式４－２）にて申請者に通知する。 

 

（その他） 

第９条 その他次の事項に留意する。 

（１） 助成の対象となるのは、治療に要する費用とし、入院費、食事代等治療に直接
関係のない費用は対象外とする。 

（２）助成の状況等を明確にするために、滋賀県がん患者妊孕性温存治療事業台帳を備
え付け、助成の状況を把握すること。 

（３）申請等事務手続きに当たっては、受診者等の心理およびプライバシーに十分配慮
すること。 

 

 

  付  則 

    この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

   



（様式１）                                 

滋賀県がん妊孕性（にんようせい）温存治療助成事業支援申請書 
 

関係書類を添えて下記のとおり、がん妊孕性温存治療の助成を申請します。 
 

ふりがな                             
昭和 
平成    年   月    日 生（    歳） 受診者氏名 

 

ふりがな          
 保護者等の場合は受診者との関係 申請者氏名   

(受診者または保
護者等) 

 

受診者住所  

〒 
 

 

 
連絡先 
 
    

 申請者住所 

〒 
 
 

 
連絡先 
 
 

 過去にがん妊孕性温存治療の助成金を受けたことがありますか 

ない ・ ある   

 
     申請額               円    決定額              円         

※決定額欄は県が記入するので、何も記入しないでください。 

 
 

申請者氏名                印 
 
  この助成金は、限られた公費予算からの公正な支出を行うため，１回限りかつ助成額の上限が決められて
います。助成の適正を判断するために必要な場合、治療を受けた医療機関に対して治療内容等の照会を行う
事について同意します。 
 この助成金は、滋賀県不妊悩む方への特定治療助成事業との併用（治療期間が重なる）の助成はできませ
ん。 
 
平成  年  月  日 
                               （あて先） 滋賀県知事 

 
振 
込 
先 
※ 

 
金融機関名 

                   銀行                   本店 
                   金庫                   支店 
                   農協                       出張所 

預金種別      普通 （ふりがな）       
口座名義人 

（                 ） 

口座番号      
       

（右詰記入） 

※ご本人または保護者いずれかの名義の普通口座としてください。                      
  （添付書類） 

１． 滋賀県がん妊孕性温存治療助成事業受診等証明書(様式２) 
２． 住所地を証明する住民票等（申請日から３ヶ月以内のもの、治療日時点で居住が確認できるもの） 
３． 振込口座通帳（口座番号・支店番号のわかる頁）のコピー 
４．様式２の証明書に他院依頼や院外処方の記載がある場合は、その領収書原本。（証明を受けた医療機関
の領収書の添付は不要） 

５．訂正が必要な場合がありますので、印鑑をご持参ください。 
連絡先には日中に連絡のとれる電話番号をご記入ください。  

   
 
 



（様式２）                                                                      

滋賀県がん妊孕性（にんようせい）温存治療助成事業支援事業受診等証明書 
 
  下記の者については、がん治療により妊孕性の低下または妊孕性が失われる恐れがあると思われる者
に対する治療を実施することに関し受診者または申請者が同意し、下記の通り治療費を徴収したことを
証明します。                                

平成   年   月   日 
 
                 医療機関の名称及び所在地 

                   妊孕性温存治療主治医氏名                         ○印 
              
医療機関記入欄（妊孕性温存治療主治医がご記入ください） 
（ ふ り が な ）         
受 診 者 氏 名 

 

 
 
 

 （                     ） 
 
 

 
受診者生年月日 

 

 昭和 

平成    年    月     日（      歳） 
  

 

今回の治療方法 
 
 
 

 

Ⅰ 
 

男性が妊孕性温存治療を行った場合は、ご記入ください。※４ 

1.精子凍結保存 
2.精巣内精子保存 
3.その他 
（             ） 

左記の治療終了日 
平成  年  月  日 
実施医療機関名 
（               ） 

Ⅱ 
 

女性が妊孕性温存治療を行った場合は、ご記入ください。※１、３、４ 

1.受精卵凍結保存 
2.卵子凍結保存 
3.卵巣組織凍結保存 
4.その他 

（             ） 

 
左記の治療終了日 
平成  年  月  日 
実施医療機関名 
（               ） 
 

 
Ⅲ 
 

Ⅰ、Ⅱ以外で他機関依頼、院外処方等がある場合はこちらにご記入ください。 

※１、２、４ 
他医療機関への依頼 なし・あり         院外処方 なし・あり 
  
 医療機関名（              ） 
指示内容 

 

 

上記の医療費について、今回の領収金額に     含む  ・  含まない 

領収金額 

〔今回の治療にかかった金額合計（１回目の凍結保存費用は最長１年分とします）
※保険外診療分に限る〕 
 
        領収金額                     円  
 

※１）今回の治療の一部を他の医療機関で行った場合、その医療機関名と指示内容について記入してくださ 

い。 

※２）主治医の治療方針に基づき、主治医の属する医療機関以外の他の医療機関で治療を行った場合は、主 

治医が患者から治療費として支払った領収書の提出を受け、主治医が領収金額を記載してください。

※３）生殖機能を損ねないホルモン療法は含みません。 

また、GnRH agonist 療法に関しても、対象外とします。 

※４）今回の治療方法に関する情報は今後の施策の基礎資料とするために使用します。ただし、個人を特定

できる情報の保護に努め受診者等の心理およびプライバシーに十分配慮します。 

 



（様式３）                                                                      

滋賀県がん妊孕性（にんようせい）温存治療事業支援事業受診等証明書 
 
  下記の者については、がん治療により妊孕性の低下または妊孕性が失われる恐れがあると思われる者
に対する治療を実施することに関し受診者または申請者が同意し、下記の通り治療費を徴収したことを
証明します。                                

平成   年   月   日 
                
              医療機関の名称及び所在地 
                     がん治療主治医氏名                           ○印  
医療機関記入欄（がん治療主治医がご記入ください） 
（ ふ り が な ）         
受 診 者 氏 名 

 

 
 
 

 （                     ） 
 
 

 
受診者生年月日 

 

 昭和 

平成    年    月     日（      歳） 
  

今回の基礎疾患と
それに対する治療

方法 
 
 
 

 

Ⅰ 
 

基礎疾患※１） 

基礎疾患名 
（             ） 

左記の診断日 
平成  年  月  日 
診断医療機関名 
（                ）              

Ⅱ 
 

生殖機能を損ねる治療※１）、※２） 

1.化学療法 
2.放射線治療  
3.その他 
（             ） 

生殖機能を損ねると予想される治療の
開始された日、または、開始予定日 
 
平成  年  月  日 
実施医療機関名 
（                ） 

※１）今回の基礎疾患に関する情報は今後の施策の基礎資料とするために使用します。ただし、個人を特 

定できる情報の保護に努め、受診者等の心理およびプライバシーに十分配慮します。 

※２）生殖機能を損ねないホルモン療法は含みません。 

また、GnRH agonist 療法に関しても、対象外とします。 

 

 



滋 が 疾 対 第   号 

平成 28 年(2016 年)３月 日 

 

各がん診療連携拠点病院長  様 

各がん診療連携支援病院長  様 

地 域 が ん 診 療 病 院 長  様 

 

滋賀県健康医療福祉部健康医療課 

                    （公印省略） 

 

平成 28 年度「がん患者の未来の家族計画応援事業」の協力について 

 

平素は滋賀県のがん対策にご尽力いただきありがとうございます。 

このことについて、下記により実施しますのでお知らせします。円滑な実施に

ご協力をお願いします。とりわけ、がん治療医療機関向け研修会は、貴院内関係

者に多数ご参加いただけるよう、各病院単位で実施しますので、研修会の場の設

定、参加者確保等についてよろしくお願いいたします。 

つきましては、研修会の実施について【別紙】により平成 28 年３月 23 日(水)

までに回答ください。 

 

記 

 

１．事業概要 

平成 28 年度開始「がん患者の未来の家族計画応援事業」 

１）がん患者妊孕性（にんようせい）温存処置助成事業 

２）がん患者の妊孕性温存のための普及啓発事業 

 

２．事業内容 

１）がん患者妊孕性温存処置助成事業 【県直営】 

対象者  がん治療により子どもができなくなるおそれがあり、助成対象の処置

時点で滋賀県内にお住まいの 43 歳未満の人  

 助成内容 精子、卵子、卵巣組織等の採取、凍結保存等にかかる保険適用外経費  

上限：男性２万円、女性 10 万円（生涯で１回） 

 申請方法 滋賀県健康医療福祉部健康医療課へ申請（郵送可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【依頼事項】 

申請にかかる受診等証明書の交付をお願いします。詳細は後日通知します。 



２）がん患者の妊孕性温存のための普及啓発事業【滋賀医大産科婦人科学講座委託】 

 （１）がん治療医療機関従事者向け 

 ①個別対応  がん治療医療機関からの相談に対応（案件ごと随時） 

対象者   がん治療機能を有する医療機関の従事者 

    実施時期  通年 

    相談窓口  滋賀医大産科婦人科学講座 

   ②研修会   がん治療医療機関ごとに実施（原則、必ず１回以上） 

対象者   がん診療連携拠点病院、がん診療連携支援病院、地域がん 

臨床病院計 13 か所、その他の医療機関従事者 

内容    がん患者妊孕性温存処置の解説（同助成事業含む） 

県内の妊孕性温存療法施行施設の情報提供 

実施方法  滋賀医大ががん治療医療機関の院内研修会等へ講師を派遣

役割分担  がん治療医療機関：研修会の場の設定、参加者確保 

滋賀医大：講師派遣、資料作成・印刷（細部は双方で調整） 

    実施時期  平成 28 年４月～９月にがん診療連携拠点病院、がん診療連 

携支援病院、地域がん診療病院計 13 か所にて各１回実施 

    費用    講師報償費、旅費は不要です 

    その他   実施後、参加者アンケートへの協力、参加人数のご報告をお

願いします 

 

 

 

 

 

 

 （２）患者向け 

   ①がん治療医療機関でのポスター掲示、ちらし配付 

    ポスター案、ちらし案 

   ②県ホームページ「がん情報しが」  

 

 

 

 

 

      【問合せ先】 

 

 

 

滋賀県健康医療福祉部健康医療課がん・疾病対策室 奥井 

  電話 077－528－3616     FAX 077－528－4857 

メールアドレス okui-takako@pref.shiga.lg.jp 

【依頼事項】 

研修会の開催の意向について【別紙】により平成 28 年３月 23 日(水)までに

滋賀県健康医療福祉部健康医療課へ回答ください。開催意向の有無にかかわら

ずお願いします。結果は健康医療課から滋賀医大へ結果を情報提供します。 

以降の日時等の調整は各病院と滋賀医大の間で直接お願いします。 

【依頼事項】 

平成 28 年４月以降、滋賀医大から各がん治療医療機関へポスター、ちらし

を配付しますので、院内掲示、配付、対象患者への説明・相談対応をお願いま

す。 

滋賀医科大学産科学婦人科学講座医局（担当医：木村文則） 

TEL 077-548-2267(直通) FAX 077-548-2406 

メールアドレス ofnshiga@belle.shiga-med.ac.jp 

 

滋賀医大 

 

滋賀県 

(回答先) 
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Takeuchi, E., Kato, M., Wada, S., Yoshida, S., Shimizu, C., & Miyoshi, Y. (2017). Physicians’ practice of discussing fertility 
preservation with cancer patients and the associated attitudes and barriers. Supportive Care in Cancer, 25(4), 1079-1085.
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Takeuchi, E., Kato, M., Miyata, K., et al. (2018). The effects of an educational program for non-physician health 
care providers regarding fertility preservation. Supportive Care in Cancer, 26(10), 3447-3452.



� 
��
�!� (n=74)
N � N �

*& �(�%
����.
!$
1# 45 60.8 �.���� 55 74.3
��"/ 20 27.0 �.���	� 19 25.7
�
+ 9 12.2 ,0�'
�. 	� 2 2.7
�-)� 35 47.3 1-9� 12 16.2
��)� 25 33.8 10-19� 30 40.5
��
��� 9 12.2 20��� 29 39.2
�
+ 4 5.4 �� 1 1.4
�� 1 1.4

13

2. ����
���������
�"#� �����
�����	�����

HR�Pb

• [`/5�Yn��[`/4	#�[e6
24� ��1C�Ld�TA�3

���

• 8M�:p�m9�����[e/5#%[e6
24� ��TA�3
���
1. oqBlc�7��N6�<K(a!&�!�S?(���&
2. oqB�7�&=\(D�U���&��(N6�fL���&
3. �)k0�oqB����<K(a!&�![e/�XG���&

• �
��=\JE�]Z�W;��� 
�:pm9��TA^�O�'�
�
��

• ����
$�[e/�oqBlc�7�&=\�1C"Ld(hI�&���
��&��:p��W;�O�'�����O�'��g>�����
.�,
+-*i(_!&V@��&�

 &������)*�(#�������
���$���
[e5 [eQ4 [e�
24 [e5 vs [eQ4 [e5 vs [e6
24

M SD M SD M SD Fj^ p d Fj^ p d

1C 13.27 5.40 17.90 3.57 16.38 3.80 4.63 <.001 1.01 3.11 <.001 0.66

Ld 0.52 0.23 0.76 0.14 0.71 0.16 0.25 <.001 1.26 0.20 <.001 0.96
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